
Ⅲ 事務処理編

３ はまっ子防災教室（中学生）
（1）趣旨

地域防災の担い手として期待されている中学生に対して、自助意識の向上のみなら
ず、地域特性の把握や地域の人々と協力することなど地域貢献に関する 理解を深め、
共助に必要な知識及び技術の習得を目的とします。

（2）実施対象
中学校1年生～３年生

（3）募集方法
ア 各区学校長会等において、消防署から本事業の周知及び申込用紙（様式１）の配

付を行うほか、必要に応じて担当教職員へ事業案内を行い、実施希望を募る。
イ 学校全体での地域支援に限ることなく、クラブ活動や地域活動など、各署の実情

にあわせて実施することも可能とする。
（4）実施者

ア 総務・予防課または警防課の職員
イ 消防団員
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（5）実施方法
ア 中学校への往訪、消防署への来訪またはオンライン等より実施すること。
イ 総合的な学習の時間等の授業を活用し、実施すること。
ウ 実施内容の必須項目に定める内容を含まない（救命講習のみ等）場合は、本事
業に含まない。
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（6）報告
ア 実施者は、終了後すみやかに実施結果を【様式２】により消防署総務・予防課ま

で報告すること。ただし、消防署において別の報告方法を定める場合は、この限り
ではない。

イ 消防署総務・予防課長は、四半期ごとの実施結果を【様式３】により、各四半期
翌月の10 日までに予防部予防課長まで報告すること。

ウ 報告方法
ＡＩＮＥＴ「予防のとびら」報告をお願いします。

エ 報告様式
ＡＩＮＥＴ「予防のとびら」に掲載している様式で報告をお願いします。
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（7）事務の流れ
ア スケジュール

４～５月：各区中学校長会において、はまっ子防災教室の事業案内及び申込
み書の配布

イ 受付から実施までの流れ
（ｱ）電話又は申込み書により、はまっ子防災教室の申込みを受付
（ｲ）実施日、時間、実施内容などを、中学校と調整
（ｳ）実施

（ｴ）終了後は速やかに実施結果を別添様式２により、消防署総務・予防課予防係
まで提出する。

※ 実施中は担当職員等と連絡を密にし、生徒の体調管理及び安全管理に十分留
意すること。
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（8）参考資料（通知、様式、マニュアルなど）
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資料名 内容 掲載場所

よこはま防災e-パーク（職員用ページ）
防火・防災普及啓発マニュアルや指
導用教材を掲載しています。

URL：よこはま防災e-パーク

はまっ子防災教室実施要領

ＡＩＮＥＴ「予防のトビラ」
はまっ子防災教室申込書

子どもの防火・防災思想の普及啓発実施要領

【様式３】報告様式
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報告要領
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① ＡＩＮＥＴ「予防のトビラ」を選択 ② 「報告」を選択
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③ 「報告」を選択
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④ 所属名、報告物の種類、報告対象期間をタブから選択し、報告様式をドラック＆ドロップ

①

②

③

④

⑤

① 所属名：所属を選択
② 報告物の種類

子どもの防火・防災普及啓発事業四半期報告
住宅用火災警報器普及啓発報告書
よこはま防災e-パーク広報及び活用実績報告書
初期消火器具取扱訓練実施結果報告書
補助を受けた自治会町内会の初期消火器具取

扱訓練実施結果報告書
初期消火器具整備状況記録表
地域訓練記録台帳
高齢者安全対策事業
家庭防災員研修・自主活動状況

③ 報告対象期間：報告期間を選択
④ 報告様式：様式をドラック＆ドロップ
⑤ 最後に保存して表示するをクリック
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⑤ 「保存して表示する」をクリックすると、一覧に表示され、報告が完了します。
報告者しか削除できません。

9


	Ⅲ　事務処理編
	Ⅲ　事務処理編
	Ⅲ　事務処理編
	Ⅲ　事務処理編
	Ⅲ　事務処理編
	Ⅲ　事務処理編
	Ⅲ　事務処理編
	Ⅲ　事務処理編
	Ⅲ　事務処理編

